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川の中の藻類が，陸の上の“食う-食われる”関係まで左右する 

 

研究成果のポイント 

・川の中の藻類生産が高い場所では，陸上のエサ資源の減少が著しいことを発見。 

・その仕組みが「藻類の増加→陸上へ羽化する水生昆虫の増加→羽化昆虫・陸上生物の双方を食べる

捕食者の増加→陸上エサ資源の減少が加速」であることも解明。 

・河川生態系の基盤の変化が，陸上生態系の“食う-食われる”関係にまで波及することを野外で示

した重要な実証研究。 

 

研究成果の概要 

 生態系は，別の生態系から運ばれてくる資源に支えられています。例えば，河畔域に生息する陸上

捕食者（鳥，昆虫など）は，陸上の生物に加え，河川から羽化してくる水生昆虫をエサとして利用し

ます。しかし，こうした「生態系間のつながり」は広く知られている一方，河川内で生じた変化が，

陸上生態系にどれほどの影響力を持つのかはよくわかっていません。今回，北海道大学の研究グルー

プは，河川内の藻類生産（一次生産）の影響に注目し，隣接する陸上生態系（砂礫
さ れ き

河原）への波及効

果を調べました。その結果，川の中の藻類生産の増加は，羽化昆虫を介して陸上捕食者（オサムシ科

甲虫）の増加をもたらすだけでなく，砂礫河原上のエサ資源（人為的に添加したエサ）の減少にまで

つながることがわかりました。 

 以上の成果は，ある生態系の基盤の変化が，隣接する別の生態系の“食う-食われる”関係にまで

波及することを野外で示した数少ない研究事例です。 
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研究成果の概要 

（背景） 

多くの生態系は，別の生態系から運ばれてくる栄養やエサ資源（系外資源）に支えられています。

例えば，河畔域に生息する陸上捕食者（鳥，昆虫など）は，陸上のエサ資源に加え，河川から羽化し

てくる水生昆虫をエサとして利用します。しかし，この系外資源を通じた「生態系間のつながり」は

広く知られているにもかかわらず，系外資源を供給するドナー生態系で生じた変化が，系外資源を受

け取るレシピエント生態系にどれほどの影響力を持つのかはよくわかっていません。 

本研究では，河川生態系（水生昆虫を供給）及び隣接する砂礫河原（オサムシ科甲虫が水生昆虫を

食べる）を対象に，河川生態系の一次生産（河川内の藻類の量）の変化が，陸上生態系に及ぼす影響

を網羅的に調べました。具体的には，「河川内の藻類の増加→陸上へ羽化する水生昆虫の増加→羽化

昆虫・陸上資源の双方を食べるオサムシ科甲虫の増加→陸上エサ資源の減少が加速（図 1）」という

仮説が正しいか検証しました。 

（研究手法） 

 北海道十勝川流域の 3 河川 16 砂礫河原で，河川内の付着藻類量，羽化昆虫量，砂礫河原のオサム

シ科甲虫密度，砂礫河原上のエサ資源の減少速度を調べました。この際，付着藻類量が多い河川から

少ない河川まで幅広く調査できるよう，町からの排水により極端に富栄養化した（＝付着藻類量が多

い）河川区間も調査対象としています。砂礫河原上のエサ資源の減少速度については，人為的にエサ

資源（ミールワーム；甲虫の幼虫）を砂礫上に置き，一日当たりの減少量を調べました。それぞれの

変数に影響しうる要因（調査時の気温など）とあわせて，パス解析という統計解析を施しました（図

1）。 

（研究成果） 

 統計解析の結果，川の中の藻類生産の増加は，羽化昆虫を介して陸上捕食者（オサムシ科甲虫）の

増加をもたらすだけでなく，砂礫河原上に設置したエサ資源の減少にまでつながることがわかりまし

た（図 1）。この結果は，ドナー生態系の一次生産の変化が，レシピエント生態系の“食う-食われる”

関係を変えるほどの影響力をもつことを示しています。 

（今後への期待） 

 系外資源の流入は，あらゆる生態系で起きています。河畔林から川へ落ちる枯葉（森と川），産卵

のために海から川へ上るサケ（川と海），土中から地上へ羽化する昆虫（地下と地上）。これらはす

べて，生態系をつなぐエネルギーの流れとしてみることができます。本研究が示した「ドナー生態系

で生じた変化が，レシピエント生態系の“食う-食われる”関係を変える」という現象は，普遍的に

起きている可能性があります。 
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【参考図】 

 

図 1 河川内の藻類生産が，砂礫河原上の食う-食われる関係に及ぼす影響。矢印の根本にある要因が，矢印

の先の要因に対して影響を与える。実線はパス解析によって統計的に有意な影響が認められたもの，点線は

有意な影響が認められなかったものを示す。矢印の横の数字は偏回帰係数を示しており，影響の強さを表す。

プラスの数字の場合，矢印でつながった要因の間には，一方が増えるともう一方も増える関係（正の関係性）

があることを示す。 



 

写真 1 河岸に上ってきた水生昆虫の幼虫（トビケラ目）を捕食するオサムシ科甲虫（ノグチアオゴミムシ）。

無断転載禁止。 

 

 

写真 2 羽化した水生昆虫（ハエ目）を捕食するオサムシ科甲虫（コホソクビゴミムシ）。無断転載禁止。 

 


